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第56回宇検村民
秋の一大スポーツ

　
第
五
十
六
回
村
民
体
育
大
会

が
、
十
月
九
日
に
村
陸
上
競
技

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
合

同
チ
ー
ム
も
含
め
、
十
二
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
四
十
六
の
種
目

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
か
わ
い
ら
し
い
保
育
園
児
の

か
け
っ
こ
や
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
駆
け
抜
け
る
小
中
学
生
の
短

距
離
走
に
は
、
会
場
か
ら
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
般
男
女
の
短
距
離
走
や
俵

運
搬
、
タ
イ
ヤ
回
し
な
ど
の
競

技
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
と
パ
ワ
ー

溢
れ
る
力
走
が
見
ら
れ
、
応
援

す
る
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
百
足
競
争
や
メ
デ
ィ
シ
ン
リ

レ
ー
、
大
縄
跳
び
な
ど
の
男
女

混
合
で
行
う
競
技
で
は
、
滑
っ

た
り
、
転
ん
だ
り
す
る
珍
プ
レ

ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、
見
事
な

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
見
せ
、
各
チ

ー
ム
で
練
習
し
た
成
果
を
披
露

し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
種
目
に
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な

ど
、
高
齢
者
向
け
の
競
技
も
あ

り
、
大
会
当
日
は
、
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
村
民
が

参
加
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
成
績
は
、
湯
湾
集
落
が
十
三

年
ぶ
り
に
総
合
優
勝
を
達
成
。

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
女
子
の
部

も
湯
湾
集
落
が
優
勝
し
、
男
子

の
部
は
芦
検
集
落
、
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
の
部
は
田
検
集
落
が
そ
れ

ぞ
れ
制
し
ま
し
た
。

▲ 聖火ﾗﾝﾅｰは田検・久志
男子ﾊﾞﾚｰ部の壽山 陸くん

▲ 笑顔を見せながら元気
いっぱいに走る保育園児

▲ 村内各学校の部活動紹
介をかねた部活対抗ﾘﾚｰ

倉本 喜夫選手（平田）の
堂々とした選手宣誓

体育大会を開催！！
イベント

▲ 大人にも負けない力強
い走りを見せた中学生

順位 集落名 得点

総
　
合

1 位 湯　湾 156.0
2 位 芦　検 142.0
3 位 名柄佐念 98.0

男
　
子

1 位 芦　検 85.0
2 位 湯　湾 82.5
3 位 阿　室 63.5

女
　
子

1 位 湯　湾 73.5
2 位 芦　検 57.0
3 位 名柄佐念 35.0

レ
　
ク

1 位 湯　湾 88.0
2 位 芦　検 82.0
3 位 阿　室 56.0

ロ
ー
ド

1 位 田　検 26.0
2 位 湯　湾 10.0
3 位 芦　検 9.0

各部門の上位３チーム

13 年ぶりに総合優勝を果たした湯湾集落の選手団ゲートボール水入れ

輪投げ

安全運転

一般女子 100 ㍍走

男子年代別リレーで力走するアンカー 50 代の選手

三人四脚で息の合った走りを見せゴールする芦検チーム

ボールを落とさないように素早く慎重にスタートするスプーンリレーの選手
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宇
わ き ゃ し ま

検村  旬
しゅん

  話
わ だ い

題なの
＊このコーナーでは，宇検村内の旬な出来事を紹介します。みなさ
　んの周りにあるめずらしいことなど，情報をお待ちしています。

宇検村役場  総務企画課  広報係  ☎ 0997-67-2211
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　12 月 25 日〜 28 日に大阪市で開催される第 25
回全国都道府県対抗中学バレーボール大会の鹿児
島県代表に，本村から津

つ だ

田 大
だ い ち

地くん（久志中 3 年）
と伊

い も と

元 幸
ゆきまさ

正くん（田検中 2 年）が選ばれました。
　県選抜チームには県内の中学校から男女各 12 人が選ばれ，毎週末に鹿児島本土へ集まり，
12 月の大会へ向けて合同練習を行っています。
　両選手は 8 月末に開催された全国中学校体育大会で田検・久志合同チームとして出場し，
見事に準優勝を達成し，同大会で共に優秀選手に選ばれました。
　今回，県選抜の主将を務める津田くんは「主将としてチーム
を引っ張り , 優勝を目指します。」と , 初選出された伊元くんは

「２年生だからと遠慮をせずに , レギュラーを取ってコートに
立ち , チームに貢献したい。」とそれぞれ意気込みを語りました。

鹿児島県選抜へ2人が選出
全国都道府県対抗中学バレーボール大会

２人は毎週末に選抜チームと合流し練習
を行う。写真は村体育館での練習風景

防
犯
の
ぼ
り
旗
を
寄
贈

株
式
会
社 

大
友
組

　
こ
の
度
、
株
式
会
社 

大
友

組
（
大お
お
と
も友 

満み
つ
て
る輝

社
長
）
よ
り

瀬
戸
内
・
宇
検
防
犯
協
会
連

合
会
へ
、
防
犯
活
動
啓
発
の

た
め
の
「
の
ぼ
り
旗
」
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
犯
罪
・
事
故
・

災
害
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
こ
と
を
目
的
に
、
自
主

防
犯
活
動
等
を
積
極
的
に
推

進
す
る
防
犯
協
会
の
事
業
に
、

同
事
業
所
が
賛
同
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　
の
ぼ
り
旗
は
、
今
後
、
交

通
安
全
や
防
犯
活
動
の
啓
発

の
た
め
に
、
イ
ベ
ン
ト
等
で

活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。元田村長へ防犯用のぼり旗を

手渡す大友組の大友社長（左）

奄
美
信
組
が
貢
献
活
動

タ
エ
ン
浜
の
清
掃
作
業

　
奄
美
信
用
組
合
・
宇
検
支

店
（
里さ
と 

一い
ち
ろ
う郎

支
店
長
）
の
職

員
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
が
、

九
月
三
日
に
タ
エ
ン
浜
海
水

浴
場
の
清
掃
作
業
を
行
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
全
国
の
信
用
組

合
が
、
地
域
貢
献
活
動
と
し

て
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
し

ん
く
み
の
日
週
間
（
九
月
一

日
か
ら
七
日
）」
の
一
貫
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
宇
検
支
店
で
は
清
掃
作
業

の
他
に
も
、来
店
者
へ
の
「
ユ

リ
の
球
根
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
や

紬
製
品
の
展
示
会
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

タエン浜海水浴場のゴミ拾いを
してくれた宇検支店の皆さん

　9 月 30 日に宇検村元気の出る館にて「鹿児島県
警察音楽隊ふれあいコンサート」が開催されました。
　このコンサートは，今年の 6 月 7 日に本村が交
通死亡事故ゼロ 8000 日を達成したことを記念に行

われたもので，多くの村民の方々が訪れ，18 時 30 分の開演前に会場内は満席となりました。
　第 1 部では賛助出演した田検保育所と阿室保育所の園児が，元気いっぱいにお遊戯を披
露してくれました。第 2 部で鹿児島県警察音楽隊による演奏があり，クラシックや演歌か
ら「松田聖子メドレー」まで多彩な楽曲を披露してくれました。
　フィナーレでは，久志小中学校の児童生徒がステージに上が
り，会場に訪れていた村内の子供たちと一緒に音楽隊の演奏に
合わせて「I LOVE 宇検村」を歌い，楽しくて感動した約 1 時
間 30 分のコンサートは大盛況のうち終了となりました。

県警察音楽隊のコンサート
交通死亡事故ゼロ 8000 日達成を記念して

多くの村民が訪れたコンサート

最後まで楽しませてくれた鹿児島県警察音楽隊

　8 月 18 日から 23 日までの日程で「ちびっ子体
験学習 in 奄美大島宇検村」が行われました。
　この体験学習は，子供たちに宇検村の自然を通し
て，自然と向き合うことの大切さを感じてもらうと
ともに，参加者同士と助け合う大切さを学ぶことな
どを目的に毎年開催されています。

　今回は，徳
と く だ

田 燦
さ ん た

汰くん（奄美市・小学 3 年生）と別
べっしょ

所 寅
とらくす

楠くん（京都府・小学 4 年生）
の 2 人が参加しました。2 日目から本格的に活動がスタートし，タエン浜海水浴場でのシュ
ノーケリングや魚釣りをしたほか，シーカヤックでの「枝手久島」探検，湯湾岳登山，川遊
びなど，盛りだくさんのメニューで宇検村の自然体験を楽しみました。
　2 人は「ナイトツアーでアマミノクロウサギを 4 匹も見ることが出来ました。湯湾岳展望
台から見た景色が綺麗でした。来年も参加したいです。」などと感想を話してくれました。
　今年は例年に比べ参加者が減少。同企画を運営するシマ時間体験センター（事務局・役場
建設経済課）は「PR の方法などを再検討し，さらに広く宣伝を行いたい。」と話しました。

今年参加した別所くんと徳田くん ( 左から )

第6回ちびっ子体験学習

▲ 宝村満さんのマンゴー農園で収穫
を体験し，マンゴーを手にする二人

▲ 無人島の枝手久島へシーカヤッ
クで渡り，シュノーケリングを体験

▲ 大都肉用牛生産組合で，子牛にミ
ルクを飲ませるなど牛の世話を体験

鹿児島県の代表に選ばれた
伊元くん ( 左 ) と津田くん


